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西欧世界に知られるようになった経過を 19世紀のローマ史家 Theodor Mommsenが公刊し
たテキスト第 2版の解題と最近の『神アウグストゥスの業績録』に関する研究である
Ronald Ridleyの記述に基づいて簡単に述べる5）。
　この『アンキューラ記念碑』のテキストを最初に転写したのは、フラマン人の Ogier de 
Busbequeであるとされる。彼は、オーストリア大公（後の皇帝）フェルディナント 1世に
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よって、オスマン帝国に派遣されていた使節であり、1555年に、この『記念碑』を「それ








滞在したフランス人の植物学者 Joseph Pitton de Tournefortは、この建物を調査し、隣接する
建物に隠されていた南東側外壁のギリシア語テキストに初めて言及した9）。次いで 1705年に















査した英国人の地質学者・外交官の William John Hamilton は、1836年にその成果を公刊し、
さらに彼の調べ残した部分もフランス人の Georges Perrotによって調査され、1862年に公表
された14）。
　さて、近代的ローマ史研究の父とも言える Theodor Mommsen は、Perrot等の成果を受け
て、1865年に『神アウグストゥスの業績録』の第 1版を公刊していた。ところが、ペルガ
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略式凱旋式 ovatioを 2回、凱旋式を 3回挙行し、それ以上の凱旋式を拒絶した。勝利将軍
imperatorの歓呼を 21回受けた。アウグストゥス本人および代理たちの海陸での勝利に対す
る感謝決議を 51回受けた。執筆時（後 14年）に、コーンスル consulに 13回就任しており、






前 19年、前 18年、前 11年の 3回、最高権限 summa potestatasの「法と風紀の管理官」
curator legum et morumに選出されたが、拒絶した。その際に求められた任務を「護民官職
権」によって達成した。5回、護民官職権における同僚を元老院から与えられた。
7
「国家再建のための 3人委員」を 10年間（前 43～前 34年）務めた。元老院首席 Princeps 
senatusを 40年間（前 28年～）務めた。大神祇官 pontifex maximus、鳥占官 augur他の神官
職を務めた。
8
パトリキー家系の数を増加させた（前 29年）。元老院議員の選出を 3回（前 28、前 8、後
14年）実施した。アウグストゥスの実施した市民の人口・財産調査の結果は、前 28年には


































セステルティウスを、前 24年に世襲財産から 400セステルティウスを与えた。前 23年に個
人負担で購入した穀物を 12回配給し、前 12年には一人当たり 400セステルティウスを与え
た。これらの贈与は 25万人を下らない者たちに行き渡った。前 5年、首都の平民 32万人に




退役兵士の入植のため、前 30年、前 14年に支出したイタリアの土地の代金が 6億セステル
ティウス、属州の土地のための代金が計 2億 6千万セステルティウスであった。その後、前




























剣闘士の試合 munus galadiatoriumを、アウグストゥスの名義で 3回、息子や孫の名義で 5回
提供した。体育競技者の見世物を、アウグストゥスの名義で 2回開催し、3回目を孫の名義
で開催した。競技祭 ludiを、アウグストゥスの名義で 4回、他の公職者に代わって 23回開





















河口までの大海に囲まれたガリアを（前 27年～前 25年）、ヒスパーニアの諸属州（前 27年




エチオピアに遠征し（前 24～ 22年）、アラビア・フェリクスにも遠征した（前 25～ 24年）。
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国政 res publicaを「元老院とローマ市民たち」senatus populusque Romanusの判断への移管し






前 2年に、元老院と騎士身分、ローマ市民たちが、国父 pater patriaeの称号をアウグストゥ







国家とローマ市民たちのために彼が為した支出』（Res gestae divi Augusti quibus orbem terrarum 
imperium popli Romani subiecit, et inpensarum, quas in rem publicam populusque Romanum fecit）である
ことは間違いないと考えられる。
　1節と 2節は、この『業績録』の言わば「導入部」である。そこではオクターウィアーヌ
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turbatam seitionibus tr（ibnuni）pl（ebis）et praetor（is）, quei armati Capitolium occuoaverunt, VI 
cos. vindicavit.」という表現は、『業績録』第 1節の「私は、党派の独裁の下で圧迫されてい













見なすことが可能である。この『業績録』の本論、特にその第 1部である第 3から第 14節
の文章は、アウグストゥスの長い政治生活における比類の無い業績とその栄誉を記すために、
長大となった elogiumそのものと言えるかも知れない。


























































































全体と大衆たちが特に彼自身について知って欲しいあるいは信じて欲しいこと ea, quae 






した」（decrevit senatus）、「元老院決議に従って」（ex senatus consulto）、第 5節では「市民た
ち（民会）と元老院によって提供された」（datam...et a populo et senatu）、第 6節では「元老
院およびローマ市民たち（民会）が合意して」（senatu populoque Romano consentientibus）、
第 8節では「市民たち（民会）と元老院の命令によって」（iussu populi et senatus）、第 9節で
は「元老院が決定した」（senatus decrevit）、第 10節では「元老院決議によって」（senatus 
consulto）と「法（民会決議）によって承認された」（lege sanctum est）、第 11節では「元老
院が奉献した」（senatus consecravit）、第 12節では「元老院決議によって」（senatus consulto）、
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meum trucidaverunt, eos exilium expuli iudiis legitimis ultus eorum facinus）と述べられている。ま
た、本論の最後におけるアウグストゥスが特に強調したい前 27年と前 2年の栄誉も、それ
ぞれ第 34節では「元老院決議によって」（senatus consulto）与えられ、第 35節では「元老院














世襲財産から分配した」（tum centum milibus hominum tum pluribus multo frumentarios et 
nummarios tributus ex horreo et patrimonio meo edidi.）のもローマ市の大衆が主な対象である
ことは確実である。













































前 2年に「元老院と騎士身分、そしてローマ市民総体 senatus et equester ordo populusve 
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The Nature and Purpose of Res gestae divi Augusti
Makoto SHIMADA
The aim of this paper is to reassess the nature and purpose of Res gestae divi Augusti, 
written by the First Emperor of the Roman Empire and found as an inscription on the wall 
of the temple of “Rome and Divine Augustus” at Ankara in the Turkish Republic. This 
paper examines the inscription as a whole and reconsiders its original purpose as an 
inscription on the monument at the Mausoleum Augusti and the meaning of its discovery at 
Ankara. Furthermore, this paper investigates the genre of the document as a Latin 
inscription, the readers intended by Augustus, and why the inscription was found at Ankara. 
The results of the reassessment are as follows: Res gestae divi Augusti is closest to the genre 
of elogium as a Latin inscription and is a statement of the First Emperor; Augustus’s 
intended readers were Roman citizens, including the urban populace; at a city in provincia 
Galatia, the document ascertained the apotheosis of Augustus, the World Conqueror.
Key Word: Ancient Roman History, Augustus, Res gestae divi Augusti, Monumentun 
Ancyranum, Provincia Galatia
 
 
 
 
 
 
